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束
脩
・
月
謝
か
ら
学
費
へ

　

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
八
月
、
東
京
法
学
院
大
学
は
校

名
を
中
央
大
学
へ
と
改
称
し
た
。
中
央
大
学
は
、
専
門
学
校
令
に

準
拠
し
た
専
門
学
校
で
は
あ
っ
た
が
、
前
身
校
と
同
様
に
本
科
・

専
門
科
・
予
科
・
研
究
科
か
ら
な
る
「
大
学
」
同
等
の
学
科
課
程

を
も
つ
高
等
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
、
制
度
上
は
専
門
学
校
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
校
名
に

「
大
学
」
名
称
を
使
用
し
た
学
校
は
、
中
央
大
学
以
外
に
も
早
稲

田
大
学
・
明
治
大
学
・
法
政
大
学
・
関
西
大
学
ほ
か
の
私
立
学
校

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
私
立
専
門
学
校
は
、
帝
国
大
学
と
同
等
の
制

度
的
位
置
づ
け
を
求
め
て
意
図
的
に
「
大
学
」
を
名
乗
り
、
昇
格

運
動
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　

中
央
大
学
に
お
い
て
も
、「
大
学
」
昇
格
へ
の
準
備
が
着
々
と

進
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
央
大
学
へ
の
校
名
改
称
と
同
時
に

本
科
・
専
門
科
に
経
済
学
科
が
開
設
さ
れ
、
翌
年
に
は
「
中
央
大

学
法
学
士
」
の
学
士
号
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
〇
九
年
に
商
業

学
科
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
一
一
年
か
ら
は
法
律
・
経
済
両
学

科
に
複
講
座
制
を
実
施
し
て
夜
間
授
業
を
開
始
し
、
一
三
（
大
正

二
）
年
に
は
本
科
を
大
学
部
へ
、
専
門
科
を
専
門
部
へ
、
各
学
科

を
法
科
・
経
済
科
・
商
科
へ
と
改
編
す
る
学
科
課
程
の
整
備
を
実

施
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
一
八
年
の
大
学
令
公
布
を
契
機
と
し
て
、
翌
年
七

月
に
財
団
法
人
中
央
大
学
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
年
四
月
十
五
日
に

は
大
学
令
に
準
拠
し
た
中
央
大
学
の
設
立
認
可
を
受
け
た
の
で

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
慶
応
義
塾
・
早
稲
田
大
学
は
同
年
二
月
、

法
政
・
明
治
・
日
本
・
国
学
院
・
同
志
社
の
各
大
学
は
同
四
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
昇
格
を
果
た
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
大
学
」
昇
格
に
向
け
た
学
科
課
程
の
整
備
や
昇

格
後
の
大
学
運
営
に
は
、
施
設
の
拡
充
や
専
任
教
員
の
増
加
が
必

要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
の
経
営
規
模
は
拡
大
せ
ざ
る
を
え

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
な
資
金
源
と
し
て
は
、
大
学
令
の
定

め
る
供
託
金
の
利
子
と
授
業
料
等
の
収
入
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い

た
。
供
託
金
と
は
、
私
立
専
門
学
校
が
大
学
令
の
認
可
大
学
に
昇

0 5 7

中
央
大
学
の
学
費
（
大
正
期
）

格
す
る
た
め
に
、
単
科
大
学
が
五
〇
万
円
、
一
学
部
増
設
す
る
ご

と
に
一
〇
万
円
を
供
託
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
そ
の
利
子
収
入
は

急
激
な
増
加
を
望
め
な
い
た
め
、
各
私
立
学
校
は
授
業
料
収
入
に

依
拠
し
た
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
結
果
と
し
て
明
治
後
期
か
ら

大
正
期
に
か
け
て
の
学
費
上
昇
の
傾
向
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

　

中
央
大
学
の
場
合
、
大
学
令
に
よ
っ
て
法
学
部
・
経
済
学
部
・

商
学
部
三
学
部
の
設
置
認
可
を
受
け
た
た
め
、
供
託
金
の
総
額
は

七
〇
万
円
に
も
上
り
、
そ
れ
ら
の
資
金
を
学
員
の
募
金
や
株
の
運

用
益
な
ど
に
よ
っ
て
必
死
に
調
達
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
で
、

学
費
も
確
実
な
上
昇
を
見
せ
て
お
り
、
東
京
法
学
院
大
学
発
足
時

に
本
科
二
五
円
・
専
門
科
二
〇
円
・
予
科
二
六
円
と
設
定
さ
れ
て

い
た
年
間
授
業
料
（
入
学
金
は
除
く
）
は
、「
大
学
」
昇
格
後
の

二
六
年
に
は
学

部
八
八
円
・
専

門
部
六
六
円
・

予
科
七
七
円
へ

と
値
上
げ
さ
れ

て
い
る
。
た
だ

し
、
同
期
間
内

に
お
け
る
「
か
け
そ
ば
」
一
杯
の
値
段
が
二
銭
か
ら
八
〜
一
〇
銭

へ
と
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
授
業
料
の
上
昇
率
が
極
端
で
あ
っ
た

と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
二
六
年
に
東
京
市
役
所
が
編
纂
し
た
『
東
都
学
校
案

内
』
を
み
る
と
、
東
京
市
域
の
大
学
年
間
授
業
料
は
、
医
科
大
学

系
学
部
が
二
〇
〇
円
で
最
も
高
く
、
文
科
系
学
部
で
は
早
稲
田
大

学
の
一
四
〇
円
を
筆
頭
に
、
慶
応
義
塾
・
法
政
大
学
の
一
二
〇
円

と
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
大
学
・
国
学
院
大
学
ほ
か
の
年

間
授
業
料
は
一
〇
〇
円
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
東
京
帝
国
大

学
の
そ
れ
と
同
額
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
平
均
的
な
金
額
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
中
央
大
学
と
日
本
大
学
で
は
、
学
部
授
業
料

が
八
八
円
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
他
大
学
の
専
門
部
並
の
学
費
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
予
科
や
専
門
部
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
り
、
中
央
大
学
は
東
京
市
域
で
最
も
学
費
の
安
い
大
学
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

東
京
法
学
院
大
学
の
発
足
時
、
帝
国
大
学
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
っ

た
学
費
は
、
大
学
令
に
準
拠
し
た
中
央
大
学
へ
と
移
行
す
る
過
程

で
、
再
び
帝
国
大
学
以
下
の
金
額
に
設
定
し
直
さ
れ
、
大
学
教
育

を
よ
り
低
所
得
者
層
に
ま
で
普
及
さ
せ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

東京市役所編『東都学校案内』
（1926 年 12月刊）


